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Photo Album 薫風５月新緑 吹き来る風も心地よし 神戸の散歩道で  2024.5.10.  

  

    ◆  薫風５月 Happy Spring  吹き来る風も心地よし 

◆ キャッシュレスに戸惑う毎日 失敗もまた楽し 

   ◆ 故郷尼崎を舞台にした映画「あまろつく」 故郷がきれいに描かれ、うれしい 

   ◆ 京都にも出かけましたが聞きしに勝る京都の街への外国人観光客のインバウンド                

このままでいいのか・・・・ 伏見稲荷や祇園界隈はワンダーランド   

   ◆ 文珍さんの落語的見聞録 サギと雁と木の枝  2024.4.18. 神戸新聞朝刊より転記 

  ◆ 2024年5月掲載記事トピックスより 

     奈良市富雄丸山古墳から出土した東アジアに類を見ない長尺蛇行剣 

文字のない空白の４世紀の謎を解き明かすか… 興味津々です 

 
薫風5月 黄砂と雷鳴轟きピンポン玉大の雹が降った春の嵐も過ぎ去って 山は芽吹いて一機に新緑  

門前のアグロステンマのも咲き出し、庭の草花も一機に華やか  吹き来る風も心地よし 

見上げる空は澄み渡り 戸外へ飛び出しリフレッシュ  嬉しいHappy Spring  

山上から春の海を見晴らす山上の散歩道  神戸に住む役得です  

  



春の嵐が去って真っ青な空吹き来る風も心地よし いかがでしょうか 

春の嵐に黄砂・花粉が飛び交って大変でしたが、桜の花が散ると周囲の野山も一機に芽吹いて新緑の時節。 

春が猛スピードで駆けてもう初夏の日差しに。 

もう 20 年余り門前を飾る赴任先の美祢から持ち帰っ

たピンクのアグロステンマの花が道行く人にも楽し

まる毎年待ち兼ねる我が家の春。 ツタンカーメンの

豆やポピーも咲いて、 

春の花で華やかに。また、伊川谷小寺の里のタケノコ

や地物のイチゴももうロに。 

本年は、目まぐるしく変わる天候の中、バタバタして

いるうちに、桜・六甲のミツバツツジ・カタクリ・石

楠花と続く春の花に出会いに行く時期を失って、 

見渡せば新緑がまぶしい時節。 

青空に心地よい春の風。 春が猛スピードで駆けてゆく。 

毎年原チャリで、近郊 里の春を駆け巡るのですが、昨年秋の２日続きの遠出トラブルで 今年はなんとなく自重

しましたが、本年も近くの散歩道で見つけた春を気ままにデジカメでパチリ。 

思いつくまま気の向くままの風来坊。勝手な神戸からの季節の便り。 

でも、80歳になっての春  やっぱり 今までとは違うと感じる歳に。 

遅ればせながら 新緑がまぶしい薫風5月 神戸からの季節の便り 

 思いついたまま見たまま 感じたままをPhoto スライド等にした2024年の春をお届けします。  

こんな２０２４年神戸の春 家族ともども 元気に過ごしています。 

2024.5.6. From Kobe Mutsu Nakanishi 

久しぶりに故郷 尼崎の映画を上映しているのを知

って三宮のシネマに出かけました。 

かつては大行列のチケット売り場もしずかなもの。 

自動販売機の凄さをつくづくと。 

家内いわく「スーパーも何処もみんな自動機がずらり。 

すいてるとこ探すのも楽や」と。 

「新幹線の安売り切符はもうないし、駅へ行けば緑の

窓口は人の列。時間がかかるわ。 

でも息子がスマホに入れてくれた EX カードがすごく

便利やった」と。 

「出かける前にスマホで時間・座席等を簡単予約して変更は出発前なら何度でも。 改札はスマホに入ったコード

でOK。緑の窓口の混雑避けられ、本当に助かった」と。 

そういえば「王将」も回転寿司もみんな注文はタブレット相手。 運ぶのもロボットの店もあり、それが面白く 

孫と行く店もある。 風来坊の私には失敗の連続ですが、こまめに慣れないとあかんなぁと思いせっせと取り組む。  

現在 少額買い物のスマホPay Pay払いに取り込み中。好奇心に駆られて 店員さん呼んで、失敗もまた楽し。  

高齢者には良くも悪くもそんな毎日ですが、街に出ると取り残されないためには必要と感じます。 

私の団地のすぐそばにクルクル寿司店が出来て1ヶ月。 

そろそろ店のシステム見に行こうかなぁと。 勝手気ままな風来坊「家に閉じこもっていてはならじ」  

でも、スマホやキャッシュレス ひっかけも多いのでボタンは人任せにせずに現れる文字確認のご用心。 

 

また ここ最近 熟睡の共にスマホ検索の「文珍さんの落語」を聞きながら眠るのにはまっている。 

 落語そのものよりも落語のまくら。本人のキャュシュレス等の失敗談・高齢夫婦の「あれ・これ会話」等  々  

高齢者や若者の会話に見る世相に「ふむ・ふむ」と爆笑しつつ熟睡へ お勧めです。 

◆ 



  

  
◎ 尼ロック 公式サイト   https://happinet-phantom.com/amalock/ 

◎ 映画の筋書概要 映画.com より  https://happinet-phantom.com/amalock/https://eiga.com/movie/100668/ 

もう10数年前 和鉄の道2009のHPに掲載した尼ロック紹介記事です 

◎ 「工都尼崎を支える「尼崎港閘門 (尼ロック)」 Walk 2009.2.4. 

https://infokkkna.com/ironroad/2009htm/iron5/0903amrk00.htm  

◆ 京都にも出かけましたが聞きしに勝る京都の街への外国人観光客のインバウンド                

このままでいいのか・・・・ 伏見稲荷や祇園界隈はワンダーランド   

≪京都で見たインバウンドに抱いた日本の現状の妄想≫                              

為替差益の金利・経済政策「賃金格差と物価の格差の課題  

内にいては見えぬ２重格差」が日本の国民を苦しめている 

昔と今と大きく外国観光客の広がりと観光目的の質が変わ

ってきているとつくづく感じました。             

 日本人が海外に行くのに「農協の団体さん」と揶揄されて

いましたが、今やその逆転現象が日本で起きている。  

そんな感じを受ける。 

「日本の状態知るには大坂難波の地下の人の群れ見ればす

ぐわかる」と言ったことがありましたが、今やインバウ 

ンドは1・2国の話でなし。西欧・味や・南米・アフリカの

人達も。しかも老若男女問わず、日本を自分の好みで楽しんでいるのが見て取れる。 もうすごいなぁ・・・と。 

日本人が海外へ広く出られるようになったのは高度成長期 円高で海外へ出て、広く円を交換して使える時代。   

それが今や逆転、外人観光客はみんな日本へ行けば安くて楽しめると。 

国際価格と日本価格 日本にいれば気がつかないが、同じ品物が海外と日本で異なる価格。これに外人たちが気付いて、

どっと日本へ押し寄せている。これはもう賃金格差による二重価格が解消しなければ・・・・・・と。 

https://happinet-phantom.com/amalock/
https://happinet-phantom.com/amalock/https:/eiga.com/movie/100668/
https://infokkkna.com/ironroad/2009htm/iron5/0903amrk00.htm


とにかく 国際競争に勝つためにと価格を抑え、その原資を働く者の賃金抑制ばかりに求め、技術開発に目を向けなか

った付けが今にあると見える。技術立国日本が音を立てて崩れ始めている。技術立国の立て直しと賃上げ 

売るものがなくなれば、海外へ出稼ぎに行かねばならぬ時代が来るのかなぁと心配になる。 

妄想であってほしいと思う。 そんな最近のインバウンド。 

日本で安く買う物がなくなれば、外人観光客はまた減少するだろう。 

日本の企業が海外で直面している問題も同質とみて取れる。日本企業の回帰もすでに始まっている。 

エネルギー資源・食料を大量に海外から買わねばならぬ日本 技術立国日本の屋台骨が今問われている。 

京都の外人観光客を眺めたインバウンドの衝撃 妄想であってほしいなぁと。 

                                    2024.5.10. From Kobe  Mutsu Nakanishi 

      新緑の京都 walk 外国人加工客でにぎわう 伏見稲荷大社参詣道 & 静かな洛北 宝ヶ池  

 

 

 



◆ 文珍さんの落語的見聞録 サギと雁と木の枝  2024.4.18. 神戸新聞朝刊より転記 

 

 



◆ 2024年5月掲載記事トピックスより 

   ４世紀の奈良市富雄丸山古墳から出土した東アジアに類を見ない長尺蛇行剣 

文字のない空白の４世紀の謎を解き明かすか… 興味津々です 

  

  

 

 


